
WORKSHOP概要

【北九州会場】２０２６年７月５日（日）１２：００ー１８：００／九州工業大学戸畑キャンパス

〇対 象：中学生・高校生・高専生（福岡県及び近隣県）

〇定 員：30名程度（３名以上のチームによる参加を歓迎）

※定員を超えた場合は、学校・学年等を踏まえて選抜させていただくことがあります。

〇講 師：九州工業大学大学院工学研究院宇宙システム工学研究系特任准教授 前田恵介氏

〇内 容：A型モデルロケットの製作・打ち上げ、福岡大会に向けた「Open Rocket Simulator

（無料・設計シミュレーションソフト）」による講義など

※モデルロケット４級ライセンス申請資格の取得

〇参加費：無料（会場までの交通費、昼食は参加者負担）

〇その他：「Open Rocket Simulator（無料）」をダウンロードしたPCを持参いただくことが望ましいです。

宇宙甲子園ロケット部門
2026年福岡大会
WORKSHOP

特別アドバイザー 山崎直子 宇宙飛行士

「宇宙甲子園は、生徒が宇宙技術を通して全国の仲間と競い合い、課題解決力、チームワーク、プロジェクトマネジメント
など実践的に学ぶ貴重な場です。ここでの経験が、将来さまざまな分野を切り拓く力になります。」

※WORKSHOP当日の参加予定はありません。

【宇宙甲子園について】
宇宙甲子園は、一般社団法人宇宙甲子園実行委員会が取り組む“宇宙版”の甲子園です。全国の中学生・高校生が、全国各地で開催される

模擬衛星、気球やロケット打ち上げなどの競技にチームで挑みます。ロケット部門では、卵を載せたモデルロケットの打ち上げ高度・滞空

時間を競います。大会への参加を通じて、宇宙に関する実践的な学びや未知なる目標に挑戦するマインドを育てます。


